
出雲医療生活協同組合 

ハラスメントに対する基本方針 

 

 

出雲医療生活協同組合 

理事長     象谷 幸正 

 

 

出雲医療生活協同組合は、すべての職員が互いの人格と尊厳を尊重し、安心して

働くことのできる職場環境をつくることを大切にしています。 

 

ハラスメントは、個人の尊厳や人権を傷つけ、職員の心身の健康や就業環境を損な

うだけでなく、組織全体の信頼関係にも影響を及ぼす行為です。 

 

当法人は、職場におけるセクシュアルハラスメント、パワーハラスメント、妊娠・出

産・育児休業等に関するハラスメントをはじめ、その他のあらゆるハラスメントを許

しません。 

 

また、職場におけるハラスメントに限らず、患者・利用者・ご家族等から職員に対し

て行われるカスタマーハラスメントや、採用活動等において求職者等に対して行わ

れるセクシュアルハラスメントについても、人権と尊厳を守る観点から適切に対応

します。 

 

ハラスメントを受けた職員や、ハラスメントに関する相談をした職員等が、不利益

な取扱いを受けることのないようにするとともに、相談者及び関係者のプライバシ

ーを尊重し、安心して相談できる体制を整備します。 

 

ハラスメントの防止及び発生した場合の対応について、必要な教育・研修、相談体

制の整備、事実確認、被害を受けた者への支援、行為者への適切な対応及び再発

防止に取り組みます。 

 

すべての職員が互いを尊重し、安心して働くことのできる職場環境を実現するた

め、法人全体でハラスメントの防止に取り組みます。 


